
口頭発表 第 1日 9月 17 日 (金)

口頭発表 01 集団意思決定 (L102) 10 : 00～11 : 30

座長 竹澤 正哲

01-01 分配の正義をめぐる一考察
―意思決定科学・法哲学・脳科学の連携による「正
義」の行動的・神経的基盤の解明 (1)―

○亀田 達也 北海道大学大学院
坂上 雅道 玉川大学脳科学研究所
長谷川 晃 北海道大学大学院

01-02 平等分配論者はギャンブル嫌いか？
―意思決定科学・法哲学・脳科学の連携による「正
義」の行動的・神経的基盤の解明 (2)―

○犬飼 佳吾 北海道大学大学院・日本学術振興会
黒阪 健吾 北海道大学大学院
豊川 航 北海道大学大学院
佐々木 超悦 北海道大学大学院
亀田 達也 北海道大学大学院

01-03 平等分配主義の頑健性を探る
―意思決定科学・法哲学・脳科学の連携による「正
義」の行動的・神経的基盤の解明 (3)―

○黒阪 健吾 北海道大学大学院
犬飼 佳吾 北海道大学大学院・日本学術振興会
豊川 航 北海道大学大学院
佐々木 超悦 北海道大学大学院
亀田 達也 北海道大学大学院

01-04 社会的意思決定における適応的道具箱 竹澤 正哲 上智大学総合人間科学部

01-05 報酬分配における適切性判断の基準
―報酬分配制度における漸近的パレート効率性―

○清水 裕士 関西学院大学社会学部・日本学術
振興会

前村 奈央佳 関西学院大学大学院
東光 雅史 関西学院大学大学院
中里 直樹 関西学院大学大学院
岡本 卓也 関西学院大学大学院
藤原 武弘 関西学院大学社会学部

口頭発表 01 集団意思決定 第 1日



口頭発表 第 1日 9月 17 日 (金)

口頭発表 02 偏見・ステレオタイプ (L104) 10 : 00～11 : 30

座長 沼崎 誠

02-01 偏見の基礎となる「しろうと理論」の実証的解明
―社会的カテゴリーの本質論的認知―

○塚本 早織 名古屋大学大学院
唐沢 穣 名古屋大学大学院

02-02 言語的集団間バイアス (Linguistic Intergroup Bias)
におけるステレオタイピングの検証
―東京人と大阪人を対象にして―

○川口 史佳 東洋大学大学院
本間 道子

02-03 死すべき運命の顕現化が伝統的/非伝統的女性の頻
度推定に及ぼす効果

沼崎 誠 首都大学東京大学院

02-04 代理的視点取得が高齢者ステレオタイプの変容に与
える影響

○服部 陽介 名古屋大学・日本学術振興会
唐沢 穣 名古屋大学

02-05 ジェンダー自尊心と同性愛者に対する態度の関係
―同性愛者の外見がジェンダー自尊心に与える影響―

○鈴木 文子 大阪市立大学大学院
池上 知子 大阪市立大学大学院

口頭発表 02 偏見・ステレオタイプ 第 1日



口頭発表 第 1日 9月 17 日 (金)

口頭発表 03 組織 (L107) 10 : 00～11 : 30

座長 繁桝 江里

03-01 職場におけるポジティブ/ネガティブ・フィード
バックの効果
―職務特性による比較―

繁桝 江里 青山学院大学教育人間科学部

03-02 集団アイデンティティが組織における革新指向性に
及ぼす影響 (1)
―所属部署の価値との関連から―

尾関 美喜 金沢大学大学教育開発・支援セン
ター

03-03 企業への信頼と一般的信頼
―雇用・人事制度を通じて育まれる企業への信頼―

○片桐 恵子 (財)日本興亜福祉財団社会老年学研究所
菅原 育子 東京大学高齢社会総合研究機構

03-04 企業への信頼感醸成について
―企業イメージに基づく信頼の規定因について―

太田 尚 (株)原子力安全システム研究所

03-05 上司への信頼が仕事の達成感やメンタルヘルスにも
たらす影響

○今城 志保 (株)リクルートマネジメントソ
リューションズ組織行動研究所

繁桝 江里 青山学院大学教育人間科学部
菅原 育子 東京大学高齢社会総合研究機構

口頭発表 03 組織 第 1日



口頭発表 第 1日 9月 17 日 (金)

口頭発表 04 コミュニティ (L202) 10 : 00～11 : 30

座長 長谷川 孝治

04-01 文化的イベントとソーシャル・キャピタル及び精神
的健康の関連

○長谷川 孝治 信州大学人文学部
辻 竜平 信州大学人文学部

04-02 社会的活動への参加と社会関係資本の諸側面
―ポジション・ジェネレータを用いた分析―

○辻 竜平 信州大学人文学部
長谷川 孝治 信州大学人文学部

04-03 社会環境が社会化に及ぼす影響 (5)
―地域間階層的データによる集合的有能感媒介モデ
ルの検討―

○吉澤 寛之 岐阜聖徳学園大学教育学部
中島 誠 三重大学共通教育センター
吉田 琢哉 東海学院大学人間関係学部
尾関 美喜 金沢大学大学教育開発・支援セン

ター
原田 知佳 名古屋大学大学院・日本学術振興会
吉田 俊和 名古屋大学大学院

04-04 集団資源回収への参加の規定因
―札幌市の取り組み事例―

大沼 進 北海道大学大学院

04-05 写真投影法による地域活動と地域意識の把握 (2)
―地域に関する語りの質的分析―

○石盛 真徳 京都光華女子大学人文学部
岡本 卓也 関西学院大学社会学部
加藤 潤三 琉球大学法文学部

口頭発表 04 コミュニティ 第 1日



口頭発表 第 1日 9月 17 日 (金)

口頭発表 05 文化 (L206) 10 : 00～11 : 30

座長 竹村 幸祐

05-01 青年期の社会的適応
―ひきこもり・ニートの文化心理学的検討―

○内田 由紀子 京都大学こころの未来研究セン
ター

Vinai Norasakkunkit ミネソタ州立大学心理学部

05-02 大人の甘えは対人関係を向上させるか 新谷 優 法政大学グローバル教養学部

05-03 社会構造に依存する独自性欲求の適応価
―比較文化データによる検証―

竹村 幸祐 ブリティッシュ・コロンビア大学
心理学科

05-04 文化的アイデンティティと文化の継承に関する研究
―都市部在住の外国人妻の場合―

鈴木 一代 埼玉学園大学人間学部

05-05 日本人における対応性バイアスと時間の影響 ○山田 和樹 横浜国立大学大学院
村本 由紀子 横浜国立大学大学院

口頭発表 05 文化 第 1日



口頭発表 第 1日 9月 17 日 (金)

口頭発表 06 社会的交換 (L102) 16 : 00～17 : 30

座長 小野田 竜一

06-01 ミノサイクリンが信頼行動に及ぼす影響
―ミクログリア仮説による検討―

○渡部 幹 早稲田大学高等研究所
加藤 隆弘 九州大学大学院
坪井 翔 京都大学大学院

06-02 内集団ひいき vs. 反内集団ひいき
―進化シミュレーションによる検討―

○小野田 竜一 北海道大学大学院・日本学術振興会
高橋 伸幸 北海道大学大学院

06-03 裏切り回避傾向とゲーム実験における行動 ○李 楊 北海道大学大学院
品田 瑞穂 北海道大学大学院
三船 恒裕 北海道大学大学院
山岸 俊男 北海道大学大学院

06-04 評判維持戦略としての公的謝罪と自己罰 ○渡邊 えすか 神戸大学大学院
大坪 庸介 神戸大学大学院

06-05 賞賛に対する物質的返報の研究 ○松村 麻美 神戸大学大学院
大坪 庸介 神戸大学大学院

口頭発表 06 社会的交換 第 1日



口頭発表 第 1日 9月 17 日 (金)

口頭発表 07 社会的認知 (L104) 16 : 00～17 : 30

座長 竹橋 洋毅

07-01 接近―回避の動機づけが目標間の資源配分に与える影響 竹橋 洋毅 名古屋大学エコトピア科学研究所

07-02 心理的距離が説得メッセージの受容に及ぼす影響 ○樋口 収 一橋大学大学院
桑山 恵真 一橋大学大学院

07-03 制御資源の枯渇と食物新奇性恐怖が新奇な食べ物の
評価に及ぼす影響

○渡邊 さおり 一橋大学大学院
村田 光二 一橋大学大学院

07-04 エグゼンプラープライミングによる同化効果と対比効果
―関与度によるプライミング効果の調整―

○埴田 健司 一橋大学大学院
村田 光二 一橋大学大学院

07-05 閾下単純接触の累積的効果とその長期持続性 ○川上 直秋 筑波大学大学院・日本学術振興会
吉田 富二雄 筑波大学大学院

口頭発表 07 社会的認知 第 1日



口頭発表 第 1日 9月 17 日 (金)

口頭発表 08 対人関係 (L107) 16 : 00～17 : 30

座長 吉田 綾乃

08-01 友人関係の良好性に及ぼす関係効力性とサポート提
供の効果

○浅野 良輔 名古屋大学大学院
吉田 俊和 名古屋大学大学院

08-02 恋愛の進展段階 (2) ○川名 好裕 立正大学心理学部
齊藤 勇 立正大学心理学部

08-03 同性友人関係における相手からの新奇情報が魅力の
維持に及ぼす影響

○西浦 真喜子 大阪大学大学院
大坊 郁夫 大阪大学大学院

08-04 Received Social Support Relates to Suicidal Idea and
Exchange of Support Associate with Low Suicide
Ideation; Investigation of Relationships between
Received Social Support, Support Exchange and
Suicide Ideation

岡元 陽一 国際基督教大学大学院

08-05 Perspective-Taking の意識的・無意識的効果にワー
キングメモリキャパシティが及ぼす影響

吉田 綾乃 東北福祉大学総合福祉学部

口頭発表 08 対人関係 第 1日



口頭発表 第 1日 9月 17 日 (金)

口頭発表 09 消費・生活意識 (L202) 16 : 00～17 : 30

座長 杉谷 陽子

09-01 広告における社会貢献アピールの効果 (1)
―購買意図とブランドイメージの分析―

○杉谷 陽子 上智大学経済学部
尾崎 由佳 東海大学チャレンジセンター

09-02 広告における社会貢献アピールの効果 (2)
―自己意識が購買意図にもたらす影響―

○尾崎 由佳 東海大学チャレンジセンター
杉谷 陽子 上智大学経済学部

09-03 ライフライン工事における苦情者及び非苦情者特性 山田 貴久 東京ガス・エンジニアリング(株)
パイプライン技術部・東北大学大
学院

09-04 環境広告のフレーミングが広告の評価に与える影響 ○高浦 佑介 東京大学大学院
池田 謙一 東京大学大学院

口頭発表 09 消費・生活意識 第 1日



口頭発表 第 1日 9月 17 日 (金)

口頭発表 10 犯罪・非行 (L206) 16 : 00～17 : 30

座長 島田 貴仁

10-01 脅威アピールによる犯罪予防行動の促進 (1)
―脅威情報の種類が予防行動意図に与える影響―

○島田 貴仁 科学警察研究所犯罪行動科学部
荒井 崇史 筑波大学大学院

10-02 脅威アピールによる犯罪予防行動の促進 (2)
―事前関心の影響に関する予備的検討―

○荒井 崇史 筑波大学大学院
島田 貴仁 科学警察研究所犯罪行動科学部

10-03 地理情報システムおよび空間統計学を用いた社会関
係資本による犯罪抑制効果の検討

○高木 大資 東京大学大学院・日本学術振興会
池田 謙一 東京大学大学院
小林 哲郎 国立情報学研究所
針原 素子 東北大学大学院・日本学術振興会

10-04 防犯行動の動機的プロセスにおけるメディアの影響 大友 章司 甲南女子大学人間科学部

10-05 応報的正義と道徳性の認知が刑事判断に与える影響 ○唐沢 穣 名古屋大学大学院
金田 宗久 名古屋大学大学院

口頭発表 10 犯罪・非行 第 1日



口頭発表 第 2日 9月 18 日 (土)

口頭発表 11 社会的ジレンマ (L102) 9 : 15～10 : 45

座長 神 信人

11-01 非合理的利他行動の適応的基盤 (1)
―関係深化のシミュレーション―

○神 信人 淑徳大学総合福祉学部
松本 良恵 淑徳大学大学院

11-02 非合理的利他行動の適応的基盤 (2)
―社会的交換の 2 つのモード―

○松本 良恵 淑徳大学大学院
神 信人 淑徳大学総合福祉学部

11-03 PD ゲーム行動に及ぼす BigFive 性格特性の影響
―新たな指標による分析―

安念 保昌 愛知みずほ大学人間科学部

11-04 内集団協力により外集団脅威が生起する条件 ○坪井 翔 京都大学大学院
渡部 幹 早稲田大学高等研究所
大薗 博記 京都大学こころの未来研究セン

ター

11-05 他者補償行動による集団内不平等問題の解明
―監督者による能力把握の影響―

○阿形 亜子 大阪大学大学院・日本学術振興会
釘原 直樹 大阪大学大学院

口頭発表 11 社会的ジレンマ 第 2日



口頭発表 第 2日 9月 18 日 (土)

口頭発表 12 感情・動機① (L104) 9 : 15～10 : 45

座長 道家 瑠見子

12-01 失敗への自己防衛的反応における自己肯定化効果と
自尊感情

○桑山 恵真 一橋大学大学院
村田 光二 一橋大学大学院

12-02 いい気分目指してやる気分
―感情予測がテスト勉強の動機づけに及ぼす効果―

○道家 瑠見子 亜細亜大学短期大学部
桑山 恵真 一橋大学大学院
村田 光二 一橋大学大学院

12-03 限られた情報に基づく他者理解における推測の非対称性
―自分のことは明らかにならないが，他者のことは
わかる―

工藤 恵理子 東京女子大学現代教養学部

12-04 学業における満足遅延行動による後悔感情の時間変化 ○後藤 崇志 京都大学大学院
楠見 孝 京都大学大学院

12-05 学習における自律的・他律的自己調整に影響を与え
る有効性評価についての検討

○寺田 未来 広島大学大学院
浦 光博 広島大学大学院

口頭発表 12 感情・動機① 第 2日



口頭発表 第 2日 9月 18 日 (土)

口頭発表 13 認知 (L107) 9 : 15～10 : 45

座長 羽鳥 剛史

13-01 モノを擬人化する心理
―アニミズム的思考が人工物の顔認知に及ぼす影響―

○池内 裕美 関西大学社会学部
高川 風太 関西大学大学院
中西 誠 関西大学大学院
大森 弘子 関西大学大学院

13-02 自動車運転者への公益情報提供に対する焦点化に関
する実験研究

○菊池 輝 東北工業大学工学部
山本 貴之 大阪ガス(株)
藤井 聡 京都大学大学院

13-03 非妥当性懸念尺度と不確実性忌避尺度における因果
構造の分析
―意思決定スタイルに関する日本語版 2 尺度の構造
方程式モデリングによる検討―

○都築 誉史 立教大学現代心理学部
菊地 学 立教大学大学院

13-04 社会的事象の変化検出に関する実験と計量分析 ○羽鳥 剛史 東京工業大学大学院
竹村 和久 早稲田大学文学学術院
藤井 聡 京都大学大学院

口頭発表 13 認知 第 2日



口頭発表 第 2日 9月 18 日 (土)

口頭発表 14 対人相互作用 (L202) 9 : 15～10 : 45

座長 五十嵐 祐

14-01 会話時の座席配置が自己開示の変化に及ぼす影響
―座席の距離と角度に着目して―

○小川 一美 愛知淑徳大学心理学部
川西 麻由 名古屋市立荒子小学校

14-02 新型インフルエンザに関するうわさの伝播 ○竹中 一平 岡山短期大学幼児教育学科
田中 優 大妻女子大学人間関係学部
福岡 欣治 川崎医療福祉大学医療福祉マネジ

メント学部
太田 仁 梅花女子大学心理こども学部

14-03 近所づきあいでの評判利用
―不安と社会的流動性からの分析―

○鈴木 貴久 総合研究大学院大学
小林 哲郎 国立情報学研究所
針原 素子 東北大学大学院
高木 大資 東京大学大学院

14-04 孤独感が引き起こす遅延割引と社会的ネットワーク
の緩衝効果

五十嵐 祐 北海学園大学経営学部

14-05 Target of social psychology to solution at interacting
view in psychological knowledge

糸魚川 幸宏 ウィズダム・インク

口頭発表 14 対人相互作用 第 2日



口頭発表 第 2日 9月 18 日 (土)

口頭発表 15 パーソナリティ (L206) 9 : 15～10 : 45

座長 金政 祐司

15-01 女子大生のキャリア形成支援の基礎的研究 ○西村 純一 東京家政大学自己分析研究会
平澤 尚孝 東京家政大学自己分析研究会
福本 俊 日本女子大学家政学部
堀田 千秋 東京家政大学自己分析研究会
井島 由佳 東京家政大学自己分析研究会
佐久間 香子 東京家政大学自己分析研究会
吉田 滋子 東京家政大学自己分析研究会

15-02 利己主義人間観の心的影響 ○藤井 聡 京都大学大学院
梶原 大督 京都大学大学院
菊池 輝 東北工業大学工学部

15-03 変動性の諸指標間の違いと関連
―自尊心変動性を中心に―

○源氏田 憲一 実践女子大学非常勤講師
福沢 愛 東京大学大学院

15-04 課題成績フィードバックが自己愛的自己概念に与え
る影響について

○吉田 未来 北星学園大学大学院
森尾 博昭 関西大学総合情報学部
今川 民雄 北星学園大学社会福祉学部

15-05 自ら穿った陥穽に没入するものが高みに上がろうと
するには
―関係不安が自己目的化を媒介して攻撃性ならびに
他者軽視に及ぼす影響―

金政 祐司 大阪人間科学大学人間科学部

口頭発表 15 パーソナリティ 第 2日



口頭発表 第 2日 9月 18 日 (土)

口頭発表 16 集団① (L102) 11 : 00～12 : 30

座長 上原 依子

16-01 利他的規範への過度の遵守要求が対人評価におよぼ
す影響
―一般的信頼との関連性検討による適応への知見―

○上原 依子 大阪大学大学院
釘原 直樹 大阪大学大学院

16-02 「個人のチームワーク能力測定尺度」の開発と妥当
性の検討

○高本 真寛 東京学芸大学大学院／CRET 協
力研究員

相川 充 東京学芸大学大学院／CRET 理事
杉森 伸吉 東京学芸大学教育学部・CRET

研究員

16-03 集団作業時の貢献量個人間格差とその普遍性
―二八の法則の実証的検討―

○石橋 伸恵 北海道大学大学院
亀田 達也 北海道大学大学院
河口 朋広 北海道大学大学院

16-04 自己制御規範と集団意志決定が個人意志決定に及ぼ
す効果

山岡 重行 聖徳大学人文学部

16-05 応報性の個人差が未知顔記憶に与える影響 ○森本 裕子 京都大学大学院
中嶋 智史 京都大学大学院
楠見 孝 京都大学大学院

口頭発表 16 集団① 第 2日



口頭発表 第 2日 9月 18 日 (土)

口頭発表 17 感情・動機② (L104) 11 : 00～12 : 30

座長 及川 晴

17-01 他者の制御努力が自己制御に及ぼす影響
―目標と情動の感染―

○及川 晴 同志社大学心理学部
及川 昌典 同志社大学心理学部

17-02 日本人は何に不安を感じているのか (3)
―アージ理論を軸にした不安概念の検討と自由回答
の分析―

中谷内 一也 同志社大学心理学部

17-03 感情の社会性の再考
―社会的相互作用に着目した検討―

○藤原 健 大阪大学大学院
大坊 郁夫 大阪大学大学院

17-04 社会的排斥経験後の適応過程における心理社会的資
源の機能の検討
―NIRS を用いた検討―

○柳澤 邦昭 広島大学大学院・日本学術振興会
増井 啓太 広島大学大学院・日本学術振興会
古谷 嘉一郎 比治山大学現代文化学部
野村 理朗 広島大学大学院
浦 光博 広島大学大学院
吉田 弘司 比治山大学現代文化学部

17-05 社会的排斥状況での前頭 α パワー非対称性の時系
列的分析

○川本 大史 広島大学大学院
入戸野 宏 広島大学大学院
浦 光博 広島大学大学院

口頭発表 17 感情・動機② 第 2日



口頭発表 第 2日 9月 18 日 (土)

口頭発表 18 政治 (L107) 11 : 00～12 : 30

座長 野波 寛

18-01 政治についての日常会話が政治参加に与える間接的
効果

○池田 真季 東京大学大学院
稲増 一憲 武蔵大学社会学部
Jill Steel 東京大学大学院

18-02 一般有権者が政治を捉えるフレームが政治参加にも
たらす影響の検討

○稲増 一憲 武蔵大学社会学部
池田 真季 東京大学大学院

18-03 政権交代と幻滅の社会心理学
―2009 年衆議院選挙と半年後の変容―

池田 謙一 東京大学大学院

18-04 リスク回避傾向が寛容性に与える影響
―異質な他者を『リスク』とみなすことが社会に何
をもたらすか―

○中山 奈緒子 東京大学大学院
池田 謙一 東京大学大学院

18-05 制度的正当性は認知的正当性を阻害する？
―沖縄県恩納村におけるコモンズの管理権をめぐる
多様なアクターの法規性と信頼性―

○野波 寛 関西学院大学
加藤 潤三 琉球大学
中谷内 一也 同志社大学

口頭発表 18 政治 第 2日



口頭発表 第 2日 9月 18 日 (土)

口頭発表 19 環境問題 (L202) 11 : 00～12 : 30

座長 依藤 佳世

19-01 もったいない感情が環境配慮行動に及ぼす影響 黒川 雅幸 福岡教育大学教育学部

19-02 環境問題に関する態度とリテラシー能力が環境配慮
行動に与える影響について

○木村 綱希 東京大学大学院
池田 謙一 東京大学大学院

19-03 エコバッグの使用動機が環境配慮行動に及ぼす影響 前田 洋光 神戸親和女子大学発達教育学部

19-04 子どもの自発的なごみ減量行動に及ぼす親からの影響 ○依藤 佳世 (社)国際経済労働研究所
安藤 香織 奈良女子大学生活環境学部
大沼 進 北海道大学大学院
杉浦 淳吉 愛知教育大学教育学部

19-05 地域活動が参加者のエンパワメントに与える効果
―中学校での事例調査―

○森 康浩 北海道大学大学院・日本学術振興会
大沼 進 北海道大学

口頭発表 19 環境問題 第 2日



口頭発表 第 2日 9月 18 日 (土)

口頭発表 20 QOL (L206) 11 : 00～12 : 30

座長 川人 潤子

20-01 “燃え尽き”の用法に関する探索的研究
―新聞記事データベースを用いた内容分析及び質問
紙実験―

○井川 純一 広島修道大学大学院
中西 大輔 広島修道大学人文学部
志和 資朗 広島修道大学人文学部
白木 愛子 広島修道大学人文学部
西庄 裕子 広島修道大学人文学部

20-02 コヒアラント・アプローチによる主観的充実感の規
定因の分析 (3)
―感情的・心理的 well-being の状況×個人・集団
関係性による相違の文化比較―

堀毛 一也 岩手大学社会科学系

20-03 「持つ幸せ」と「する幸せ」、あなたはどちらを重視
していますか？
―所有感と幸福感―

○早瀬 光司 広島大学大学院
浦 光博 広島大学大学院

20-04 大学生の自己複雑性と抑うつおよび満足感の関連の検討 ○川人 潤子 広島大学大学院・日本学術振興会
大塚 泰正 広島大学大学院

口頭発表 20 QOL 第 2 日



口頭発表 第 2日 9月 18 日 (土)

口頭発表 21 集団② (L102) 14 : 00～15 : 30

座長 荒川 歩

21-01 仮想世界ゲーム電子版に参加者はリアリティを感じるか
―集団間関係の研究手法としての仮想世界ゲーム電
子版―

○柿本 敏克 群馬大学社会情報学部
細野 文雄 群馬大学社会情報学部
安藤 香織 奈良女子大学生活環境学部

21-02 加害者集団の罪悪感表明が被害者集団からの評価に
与える影響

○後藤 伸彦 名古屋大学大学院
唐沢 穣 名古屋大学大学院

21-03 集団内・集団間地位が内集団バイアスに及ぼす影響 (2)
―集団同一視の変動に着目した実験的研究―

○杉浦 仁美 広島大学大学院
坂田 桐子 広島大学大学院

21-04 弁論の構成が裁判員の評議に与える影響 荒川 歩 武蔵野美術大学

口頭発表 21 集団② 第 2日



口頭発表 第 2日 9月 18 日 (土)

口頭発表 22 マスコミュニケーション (L104) 14 : 00～15 : 30

座長 今在 慶一朗

22-01 マスコミが対象とするスケープゴートの変遷 (17)
―新型インフルエンザについてのリアルタイム評価―

○釘原 直樹 大阪大学大学院
植村 善太郎 福岡教育大学教育実践総合セン

ター
村上 幸史 神戸山手大学現代社会学部
阿形 亜子 大阪大学大学院

22-02 マスコミが対象とするスケープゴートの変遷 (18)
―大事故報道での非難対象に対する一般人の帰属―

○植村 善太郎 福岡教育大学教育実践総合セン
ター

村上 幸史 神戸山手大学現代社会学部
阿形 亜子 大阪大学大学院
釘原 直樹 大阪大学大学院

22-03 社会的表象としての「いじめ」に関する新聞記事言
説分析

八ッ塚 一郎 熊本大学教育学部

22-04 国際ニュースへの接触と東アジアへの心理的近接性
―EASS2008 に基づく検討―

山本 明 中部大学人文学部

22-05 地方公共団体に対する公正感と権威者との間接的相
互作用におけるメディアの利用
―市民は評価の情報源を何に求めるのか？―

今在 慶一朗 北海道教育大学函館校

口頭発表 22 マスコミュニケーション 第 2日



口頭発表 第 2日 9月 18 日 (土)

口頭発表 23 電子ネットワーキング (L107) 14 : 00～15 : 30

座長 藤 桂

23-01 職場内における不快な業務メールとその対処法 中山 道子

23-02 社会について語る
―インターネットの役割―

宮田 加久子 明治学院大学社会学部

23-03 オンラインコミュニティにおける規範の形成と維持
―管理者の機能に着目して―

○藤 桂 筑波大学大学院
吉田 富二雄 筑波大学大学院

23-04 「マスメディア」としてのネットニュース
―政治低関心層における副産物的学習と政治的知識量―

○小林 哲郎 国立情報学研究所
金 相美 名古屋大学大学院

口頭発表 23 電子ネットワーキング 第 2日



口頭発表 第 2日 9月 18 日 (土)

口頭発表 24 比較文化 (L202) 14 : 00～15 : 30

座長 針原 素子

24-01 パッケージ化された個性
―日本の雑誌記事が台湾の若者に与える印象―

○潘 怡安 横浜国立大学大学院
村本 由紀子 横浜国立大学大学院

24-02 相互協調行動を支える制度的基盤 ○橋本 博文 北海道大学大学院・日本学術振興会
大橋 加奈子 北海道大学文学部
山岸 俊男 北海道大学大学院

24-03 地下鉄内における見知らぬ他者との相互作用の日韓
米文化比較

針原 素子 東北大学大学院・日本学術振興会

24-04 男性の料理/非料理
―日本・イタリア・韓国の比較―

○片山 美由紀 東洋大学社会学部
安藤 清志 東洋大学社会学部
泊 真児 大妻女子大学人間関係学部

24-05 関係流動性が拒絶感受性と対人恐怖傾向に与える影響
―国際比較を用いた検討―

○佐藤 剛介 北海道大学大学院・日本学術振興会
結城 雅樹 北海道大学大学院

口頭発表 24 比較文化 第 2日


